






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































宝亀 6.9.20丹生川上、畿内群神 霖雨 白馬、幣 長雨？
宝亀 8.5.13丹生川上神 霖雨 白馬 長雨？
宝亀 8.8.8丹生川上神 霖雨 白馬 長雨？
日本後紀
年月日 神社など 理 由 奉 物 関連記事1 関連記事2 天 候







◆延暦17.7.25丹生 祈霽 幣 （延暦17.8.9 大風。壊
京中百姓廬舎。）
不明
◆延暦19.8.14丹生 祈晴 白馬 不明
◆延暦22.6.21丹生 為止霖雨也 幣 長雨？
◆大同 4.5.25松尾、鴨御祖、鴨別雷等社 止霖雨也 幣 大同 4.5.22 賑給京中
人民。依霖雨也
長雨？
◆弘仁元.5.20丹生川上雨師神 以霖雨経日也 幣 長雨？






◆弘仁10.6.9丹生川上雨師神、貴布神 為止霖雨也 白馬 長雨？











◆弘仁10.8.30丹生川上雨師神 祈晴也 幣 不明
◆弘仁12.6.5貴布、丹生二神 祈霽也 幣 不明
◆弘仁14.5.1貴布神社 為止霖雨也 幣 長雨？
◆弘仁14.5.3大和国雨師神社 依霖雨不止 幣、馬 長雨？
◆天長元.8.1名神 祈除風雨損也 幣 不明
◆天長元.8.17伊勢太神宮 為調風雨也 幣 不明




◆天長 8.8.5名神 為防風雨之也 幣 不明
◆天長 8.8.13伊勢大神宮 祈防風雨之也 幣 不明
◆天長 9.7.15五畿内七道諸国名神 防風雨也 幣 不明
































承和 2.7.2天下名神 預攘風雨之 幣 予防

























承和 5.9.8貴布、丹生河上雨師神 以祈止風雨也 幣、馬 不明




















幣、鼓 （承和 14.6.12 暴雨如
懸河）
長雨？









年月日 神社など 理 由 奉 物 関連記事1 関連記事2 天 候









― 仁寿元.6.4 天霽 長雨




仁寿 2.閏8.29賀茂、松尾大神等社 請以止雨 幣 仁寿2.閏8.27 大雨 不明
―22―
日本三代実録
























































幣 貞観9.4.20 大雨 貞観9.5.4 大雨洪水。
往還難通
長雨























































































































































仁和 3.7.15丹生川上雨師神 雨水…祈止霖雨也 白馬 長雨？
に
長
い
場
合
も
あ
る
。
二
つ
目
は
暴
風
雨
に
際
し
て
儀
礼
が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
元
年
八
月
二
一
日
条
な
ど
が
そ
れ
で
、「
暴
風
大
雨
相
并
。
折
抜
樹
木
壊
民
廬
舎
。
由
是
走
幣
畿
内
名
神
。
祈
止
風
雨
」
、
暴
風
雨
を
止
め
る
た
め
に
畿
内
名
神
に
対
し
て
奉
幣
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
翌
日
の
記
事
に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
風
雨
は
夜
に
な
お
激
し
く
、
朝
に
な
っ
て
も
や
ま
ず
、
人
家
の
倒
壊
が
起
っ
て
い
る
。
旧
暦
八
月
と
い
う
日
付
か
ら
見
て
お
そ
ら
く
は
台
風
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
は
予
防
と
し
て
の
儀
礼
が
あ
る
。
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
二
年
七
月
二
日
条
で
は
「
預
攘
風
雨
之
」
、
す
な
わ
ち
あ
ら
か
じ
め
風
雨
の
災
を
攘
う
た
め
に
「
天
下
名
神
」
に
奉
幣
が
行
わ
れ
た
。
四
つ
目
に
は
効
果
が
あ
っ
た
場
合
の
感
謝
の
儀
礼
が
あ
る
。
承
和
二
年
八
月
一
日
の
「
是
日
。
霖
雨
霽
焉
。
頒
幣
畿
内
名
神
。
以
賽
于
。
其
丹
生
川
上
社
。
殊
奉
白
馬
一
疋
」
の
例
が
そ
れ
に
当
る
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
長
雨
と
暴
風
雨
と
は
明
確
に
分
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。『
日
本
後
紀
』
延
暦
一
五
年
八
月
七
日
条
に
記
さ
れ
た
「
縁
淫
雨
不
晴
」
、
す
な
わ
ち
淫
雨
が
晴
れ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
畿
内
諸
社
に
奉
幣
が
行
わ
れ
た
の
は
、
直
接
に
は
前
日
六
日
の
記
事
「
大
和
国
山
崩
水
。
東
大
寺
墻
垣
倒
」、
つ
ま
り
暴
風
雨
に
よ
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
が
、
翌
日
八
日
の
記
事
に
「
遣
使
賑
給
京
中
百
姓
。
以
霖
雨
経
日
。
穀
価
騰
躍
也
」、
す
な
わ
ち
長
雨
が
続
い
て
穀
物
の
価
格
が
高
騰
し
た
こ
と
に
よ
り
都
の
人
々
に
「
賑
給
」
を
行
う
た
め
に
遣
使
し
た
と
あ
る
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
両
者
は
相
伴
っ
て
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
「
霖
雨
」
と
あ
れ
ば
一
般
的
に
長
雨
で
あ
ろ
う
が
、
そ
う
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
儀
礼
の
直
接
理
由
も
長
雨
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
不
明
確
で
あ
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
奉
る
物
は
通
常
は
幣 みて
ぐ
らで
あ
る
が
、
馬
も
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
と
に
、
他
の
神
社
に
は
幣
を
捧
げ
る
場
合
で
も
、
丹
生
川
上
神
社
や
貴
船
神
社
に
は
特
別
に
馬
、
な
か
で
も
白
馬
青
馬
が
捧
げ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
が
見
ら
れ
る
。
祈
雨
に
黒
毛
の
馬
、
祈
止
雨
に
白
馬
を
供
え
る
こ
と
は
模
倣
呪
術
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
、
『
西
宮
記
』
以
来
の
儀
式
書
に
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
天
岩
屋
神
話
よ
り
あ
と
の
時
代
の
儀
礼
で
あ
り
、
神
話
が
記
録
さ
れ
た
時
代
に
こ
れ
ら
の
儀
礼
が
存
在
し
て
、
そ
れ
が
反
映
さ
れ
た
と
す
る
の
は
時
代
錯
誤
に
な
る
が
、
逆
に
神
話
が
記
録
さ
れ
た
時
代
の
記
録
に
「
止
雨
」
の
儀
礼
の
記
録
が
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
種
の
儀
礼
が
当
時
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
と
も
言
い
切
れ
な
い
。
そ
の
意
味
で
こ
の
種
の
神
事
が
神
話
の
中
に
取
り
込
ま
れ
た
可
能
性
は
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
五
で
は
、
「
祈
止
雨
」
の
祈
願
対
象
と
な
っ
た
神
は
何
か
。
丹
生
川
上
神
社
が
早
い
時
期
か
ら
登
場
し
て
い
る
こ
と
は
表
に
見
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
、
貴
船
神
社
も
遅
れ
て
祈
願
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
遠
方
の
伊
勢
神
宮
へ
の
奉
幣
も
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
ア
マ
テ
ラ
ス
へ
の
奉
幣
な
の
で
あ
ろ
う
。
ア
マ
テ
ラ
ス
も
「
祈
止
雨
」
の
祈
願
対
象
と
な
っ
て
い
る
ら
し
い
こ
と
は
皇
祖
神
で
あ
る
よ
り
も
日
神
と
し
て
の
性
格
に
よ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ス
サ
ノ
ヲ
は
こ
れ
ら
の
記
事
に
ま
っ
た
く
登
場
し
な
い
が
、
ツ
キ
ヨ
ミ
は
現
れ
て
い
る
。
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
三
年
八
月
六
日
条
に
「
異
常
風
雨
。
抜
樹
発
屋
。
卜
之
。
伊
勢
月
読
神
為
祟
。」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
『
日
本
三
代
実
録
』
に
は
貞
観
元
年
九
月
八
日
条
に
「
山
城
国
月
読
神
」
へ
の
奉
幣
記
事
が
見
え
る
。
前
者
―24―
の
記
事
で
は
ツ
キ
ヨ
ミ
の
祟
り
で
暴
風
雨
が
起
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ツ
キ
ヨ
ミ
は
ア
マ
テ
ラ
ス
、
ス
サ
ノ
ヲ
と
と
も
に
三
貴
子
の
一
と
し
て
夜
之
食
国
を
統
治
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
ス
サ
ノ
ヲ
と
ツ
キ
ヨ
ミ
の
関
係
は
複
雑
で
、
ツ
キ
ヨ
ミ
の
存
在
感
が
希
薄
で
あ
る
た
め
も
あ
っ
て
、
両
者
が
混
同
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ア
マ
テ
ラ
ス
が
統
治
す
る
の
が
天
上
天
地

高
天
原
と
諸
書
で
統
一
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
ツ
キ
ヨ
ミ
と
ス
サ
ノ
ヲ
の
分
治
は
混
乱
し
て
い
る
。
『
古
事
記
』
で
は
ツ
キ
ヨ
ミ
の
統
治
場
所
は
「
夜
之
食
国
」
で
あ
り
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
「
海
原
」
を
治
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
（
『
日
本
書
紀
』
第
一
一
の
一
書
で
も
ス
サ
ノ
ヲ
が
「
滄
海
原
」
を
治
め
る
）、
『
日
本
書
紀
』
第
六
の
一
書
で
は
「
滄
海
原
」
を
治
め
る
の
は
ツ
キ
ヨ
ミ
と
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
ほ
ぼ
同
じ
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
食
物
神
を
殺
す
の
が
、
『
古
事
記
』
で
は
ス
サ
ノ
ヲ
の
オ
オ
ゲ
ツ
ヒ
メ
殺
し
で
あ
る
の
に
対
し
、
『
日
本
書
紀
』
第
一
一
の
一
書
で
は
ツ
キ
ヨ
ミ
の
ウ
ケ
モ
チ
ノ
カ
ミ
殺
し
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ス
サ
ノ
ヲ
と
ツ
キ
ヨ
ミ
の
間
に
は
混
乱
が
見
ら
れ
、
本
来
は
同
一
神
で
は
な
い
か
と
の
説
が
あ
る
。
そ
の
点
で
さ
き
に
引
用
し
た
『
続
日
本
紀
』
の
記
事
は
重
要
で
あ
る
。
「
常
と
異
な
る
風
雨
」
で
祟
り
を
な
し
た
の
は
ス
サ
ノ
ヲ
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
祈
止
雨
儀
礼
の
対
象
は
ス
サ
ノ
ヲ
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
か
ら
で
は
明
確
な
こ
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
一
つ
の
仮
説
で
は
あ
る
が
、
筆
者
は
こ
の
天
岩
屋
神
話
は
日
の
神
と
雨
の
神
と
の
争
い
で
あ
り
、
儀
礼
に
よ
っ
て
再
び
日
の
神
が
復
活
す
る
の
は
、
こ
れ
を
「
祈
止
雨
」
の
儀
礼
を
あ
ら
わ
し
た
神
話
で
あ
る
と
捉
え
る
。
単
な
る
自
然
神
話
で
は
な
く
、
そ
こ
に
儀
礼
が
介
在
し
て
生
ま
れ
た
神
話
で
あ
る
と
考
え
た
い
。
Ⅱ一
謡
曲
「
絵
馬
」
は
今
日
金
春
流
以
外
の
四
流
に
伝
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
梗
概
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
時
の
帝
（
刊
行
会
本
及
び
宝
生
金
剛
喜
多
の
諸
流
で
は
淳
仁
天
皇
）
に
仕
へ
奉
る
臣
下
が
勅
命
を
奉
じ
て
伊
勢
参
宮
に
旅
立
ち
、
や
が
て
斎
宮
に
着
い
た
。
折
し
も
今
夜
は
節
分
で
、
こ
の
所
で
絵
馬
を
掛
け
る
行
事
が
あ
る
の
で
、
そ
の
様
を
見
よ
う
と
留
し
て
ゐ
る
と
、
老
人
夫
婦
が
出
て
来
て
、
雨
の
占
方
を
示
す
黒
絵
馬
と
、
日
照
り
の
占
方
を
示
す
白
絵
馬
と
、
互
に
掛
け
争
つ
た
が
、
結
局
万
民
快
楽
の
世
に
し
よ
う
と
い
つ
て
、
二
つ
の
絵
馬
を
掛
け
並
べ
、
自
分
達
は
伊
勢
二
柱
の
神
が
夫
婦
と
現
れ
来
た
の
で
あ
る
と
い
つ
て
消
え
失
せ
る
。
や
が
て
夜
に
な
る
と
、
月
光
が
輝
い
て
、
天
照
大
神
が
天
鈿
女
命
手
力
雄
命
を
随
へ
て
影
向
し
て
、
自
ら
舞
を
奏
し
給
ひ
、
又
か
の
天
岩
戸
の
故
事
、

天
鈿
女
命
が
神
楽
を
奏
し
て
大
神
の
御
興
を
誘
ひ
奉
り
、
手
力
雄
命
が
大
神
の
御
袂
に
縋
つ
て
引
き
連
れ
奉
つ
て
、
天
地
は
二
度
明
ら
か
に
の
ど
か
な
春
と
な
つ
た
趣
を
示
し
給
ふ
。
こ
の
作
に
つ
い
て
は
「
雄
大
な
ス
ケ
ー
ル
を
持
っ
た
作
品
」
で
あ
る
と
す
る
評
価
が
あ
る
い
っ
ぽ
う
、
前
場
と
後
場
の
整
合
性
に
つ
い
て
は
従
来
か
ら
き
わ
め
て
厳
し
い
見
方
が
あ
る
。
例
え
ば
金
井
清
光
が
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
は
そ
の
種
の
評
価
の
代
表
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
「
絵
馬
」
の
後
シ
テ
が
天
照
大
神
で
あ
る
の
は
、
こ
の
能
が
室
町
以
前
の
農
耕
社
会
の
素
―25―
朴
な
咒
術
芸
能
の
面
影
を
伝
え
な
が
ら
も
、
じ
つ
は
室
町
以
降
の
上
層
政
界
権
力
者
の
鑑
賞
に
能
が
奉
仕
し
た
こ
ろ
に
創
作
ま
た
は
改
作
さ
れ
た
こ
と
を
、
み
ず
か
ら
証
明
し
て
い
る
。
（
中
略
）
天
照
大
神
は
農
業
神
で
は
な
い
か
ら
、
絵
馬
奉
納
に
こ
た
え
て
の
豊
年
満
作
を
約
束
す
る
よ
う
な
こ
と
は
言
わ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
絵
馬
と
は
無
関
係
な
岩
戸
が
く
れ
の
故
事
再
演
と
な
り
、
ツ
レ
に
天
鈿
女
命
と
手
力
雄
命
が
あ
ら
わ
れ
、
見
た
目
に
お
も
し
ろ
い
は
な
や
か
な
神
舞
と
な
る
。
（
中
略
）
前
場
で
せ
っ
か
く
絵
馬
を
捧
げ
豊
作
を
祈
願
し
た
の
に
、
後
場
で
天
照
大
神
と
い
う
筋
違
い
の
神
が
出
現
し
た
た
め
、
豊
作
に
な
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
ず
、
た
だ
「
国
土
も
豊
か
に
月
日
の
光
の
、
の
ど
け
き
春
こ
そ
久
し
け
れ
。
」
と
い
っ
た
抽
象
的
な
祝
言
で
終
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
後
場
に
は
、
豊
作
を
予
祝
す
る
咒
術
的
要
素
は
全
く
な
く
、
た
だ
娯
楽
鑑
賞
の
対
象
と
し
て
の
神
々
の
舞
働
き
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
猿
楽
能
が
農
村
の
咒
術
芸
能
か
ら
都
市
の
娯
楽
芸
能
へ
転
化
し
、
さ
ら
に
武
家
貴
族
の
儀
礼
芸
能
に
変
質
し
た
こ
と
の
必
然
的
結
果
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
現
行
「
絵
馬
」
は
前
場
と
後
場
で
主
題
が
分
裂
し
て
お
り
、
酷
評
す
れ
ば
支
離
滅
裂
の
作
で
あ
る
。
し
か
し
猿
楽
能
が
咒
術
芸
能
か
ら
娯
楽
芸
能
へ
、
さ
ら
に
儀
礼
芸
能
へ
と
変
質
し
て
い
っ
た
経
過
を
、
一
曲
の
中
に
包
含
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
能
の
学
問
的
研
究
に
は
見
落
す
こ
と
の
で
き
な
い
作
品
で
あ
る
。
金
井
が
指
摘
し
た
前
後
の
分
裂
に
つ
き
、
合
理
的
に
説
明
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
た
び
た
び
な
さ
れ
て
い
る
。
近
年
の
重
要
な
一
つ
は
米
田
真
理
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
米
田
は
伊
勢
神
道
書
や
番
外
曲
「
宮
川
」
と
の
精
緻
な
比
較
を
行
っ
た
。
そ
の
中
で
、
白
絵
馬
を
持
つ
尉
と
黒
絵
馬
を
持
つ
姥
の
争
い
、
し
か
も
前
年
ま
で
は
絵
馬
を
片
方
し
か
掛
け
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
内
宮
（
＝
天
照
大
神
＝
日
神
）
と
外
宮
（
＝
豊
受
大
神
＝
月
神
水
神
）
と
の
対
立
闘
争
と
和
解
が
こ
の
能
の
構
想
の
背
景
に
あ
り
、
伊
勢
と
い
う
土
地
の
縁
で
天
岩
屋
神
話
に
触
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
を
し
て
い
る
。
土
地
の
神
事
を
素
材
と
し
、
天
岩
戸
神
話
を
扱
う
と
い
う
点
で
御
裳
濯

絵
馬

宮
川
は
共
通
し
て
お
り
、
伊
勢
の
「
ご
当
地
も
の
」
の
パ
タ
ー
ン
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
御
裳
濯
の
場
合
、
後
場
で
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
の
は
神
話
の
再
現
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
興
玉
神
自
身
に
よ
る
舞
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

城
や
三
輪
が
、
高
天
原
が
城
山
に
あ
っ
た
と
す
る
説
や
、
三
輪
明
神
が
天
照
大
神
と
同
体
異
名
で
あ
る
と
い
う
、
中
世
的
な
神
話
の
理
解
に
基
づ
き
、
シ
テ
が
舞
う
契
機
と
し
て
天
岩
戸
神
話
を
用
い
て
い
る
の
と
、
同
様
の
発
想
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
絵
馬
と
宮
川
は
、
伊
勢
の
名
所
と
し
て
の
天
岩
戸
に
て
複
数
の
役
者
を
登
場
さ
せ
、
神
話
を
忠
実
に
再
現
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り
、
土
地
と
の
密
着
度
は
も
う
少
し
進
ん
で
い
る
。
き
わ
め
て
簡
単
に
要
約
し
て
し
ま
え
ば
、
伊
勢
と
の
関
連
で
、
後
場
に
天
岩
屋
神
話
の
再
現
が
な
さ
れ
て
い
る
と
す
る
主
張
で
あ
る
。
こ
の
説
を
踏
ま
え
て
、
樹
下
文
隆
が
「
作
品
研
究
絵馬
	

」
に
お
い
て
詳
細
な
検
討
を
し
て
い
る
。
樹
下
は
、
確
か
に
、
絵
馬
と
天
岩
戸
と
が
一
貫
し
た
主
題
を
構
成
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
米
田
氏
の
宮
川

先
行
説
は
、
確
か
に
興
味
深
い
見
解
だ
が
、
絵
馬

で
天
岩
戸
舞
を
見
せ
よ
う
と
し
た
理
由
の
説
明
は
な
お
必
要
だ
ろ
う
と
考
え
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
ワ
キ
に
藤
原
公
能
を
配
し
た
こ
と
か
ら
、
本
曲
の
眼
目
は
神
楽
の
根
元
と
し
て
の
天
岩
戸
舞
を
見
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
た
い
。
と
述
べ
、
さ
ら
に
神
楽
天
岩
屋
舞
起
源
説
が
謡
曲
の
中
に
し
ば
し
ば
登
場
す
る
例
を
挙
げ
た
う
え
で
、
次
の
よ
う
に
結
論
づ
け
て
い
る
。
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絵
馬
は
、
神
楽
の
起
源
と
し
て
の
天
岩
戸
舞
を
、
舞
台
上
に
再
現
さ
せ
る
た
め
に
作
ら
れ
た
能
で
あ
っ
た
。
成
立
時
期
も
作
者
も
明
確
で
は
な
い
け
れ
ど
、
近
世
以
降
に
各
地
で
岩
戸
神
楽
が
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
、
絵
馬
の
成
立
や
流
布
と
は
深
い
関
係
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
（
中
略
）
伊
勢
両
宮
を
体
現
し
た
天
照
大
神
が
、
博
識
の
勅
使
、
藤
原
公
能
を
迎
え
て
、
神
楽
の
根
元
と
し
て
の
天
岩
戸
舞
を
再
現
し
て
み
せ
る
と
い
う
、
構
成
上
の
一
貫
性
や
明
確
な
主
題
は
、
作
品
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
絵
馬
」
に
お
い
て
天
岩
屋
神
話
が
再
現
さ
れ
る
の
は
神
楽
の
起
源
と
し
て
の
そ
れ
を
取
り
込
ん
だ
、
否
、
む
し
ろ
そ
の
た
め
に
こ
そ
こ
の
作
品
が
作
ら
れ
た
の
だ
と
し
て
説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
説
も
詳
細
な
研
究
を
基
に
し
た
卓
論
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
が
、
そ
れ
で
も
伊
勢
と
い
う
土
地
と
の
関
連
だ
け
で
天
岩
屋
神
話
を
出
し
た
と
い
う
説
は
一
般
的
な
説
明
に
過
ぎ
て
隔
靴
痒
の
観
が
あ
る
し
、
天
岩
戸
舞
の
再
現
の
た
め
に
作
ら
れ
た
能
だ
と
す
る
後
者
の
説
も
作
品
と
し
て
の
構
成
の
一
貫
性
を
説
明
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
。
別
の
面
か
ら
の
説
明
も
可
能
な
の
で
は
な
い
か
。
二
歴
史
上
絵
馬
が
登
場
す
る
は
る
か
前
か
ら
馬
が
呪
術
に
使
わ
れ
て
い
る
。
土
製
品
の
馬
＝
土
馬
は
都
城
を
中
心
と
す
る
畿
内
で
し
ば
し
ば
出
土
し
、
そ
れ
ら
は
疫
神
を
追
い
払
う
た
め
と
も
、
祈
雨
あ
る
い
は
祈
止
雨
に
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
馬
が
祈
雨
あ
る
い
は
祈
止
雨
に
際
し
て
奉
献
さ
れ
る
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
馬
と
雨
の
関
係
に
つ
い
て
は
不
明
な
こ
と
が
多
い
が
、
し
か
し
、
ま
た
様
々
な
つ
な
が
り
が
あ
る
。
奉
献
さ
れ
る
馬
の
色
に
つ
い
て
言
え
ば
、
祈
雨
の
際
に
は
黒
毛
、
祈
止
雨
の
際
に
は
白
毛
が
用
い
ら
れ
た
。
し
か
し
、
祈
止
雨
に
は
の
ち
に
赤
毛
馬
が
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
日
に
際
し
て
赤
毛
の
馬
が
献
上
さ
れ
る
の
は
共
通
し
た
精
神
に
よ
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
伊
場
遺
跡
の
奈
良
時
代
の
地
層
か
ら
出
土
し
た
木
製
馬
形
や
板
絵
馬
に
は
胴
の
と
こ
ろ
に
朱
の
あ
と
が
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
と
い
う
	。
白
や
赤
が
太
陽
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
、
黒
が
暗
黒
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
明
確
で
あ
る
。
こ
の
中
で
白
が
赤
に
変
え
ら
れ
て
い
く
の
は
、
あ
る
い
は
白
毛
の
馬
よ
り
も
赤
毛
の
馬
の
方
が
調
達
し
や
す
い
と
い
っ
た
実
際
的
な
理
由
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
白
い
色
を
こ
の
よ
う
に
使
う
こ
と
は
日
本
以
外
に
も
見
ら
れ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
西
ト
ラ
ジ
ャ
、
バ
ダ
地
方
で
は
大
降
雨
が
あ
る
と
き
に
は
「
白
く
す
る
、
罪
を
祓
う
」
と
い
う
儀
式
が
行
わ
れ
、
白
色
の
水
牛
を
殺
し
て
川
に
流
す
と
い
う

。
平
安
時
代
に
な
る
と
木
製
馬
形
の
献
上
が
一
般
的
に
な
る
。
絵
馬
の
発
生
に
つ
い
て
、
従
来
は
『
本
朝
文
粋
』
巻
一
三
所
収
の
寛
弘
九
年
六
月
二
五
日
大
江
匡
衡
が
北
野
天
神
に
供
え
物
を
し
た
中
に
「
色
絵
絵
馬
三
疋
」
と
あ
る
の
を
も
っ
て
、
平
安
時
代
中
期
に
絵
馬
が
存
在
す
る
の
が
絵
馬
の
早
い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
伊
場
遺
跡
で
絵
馬
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
で
、
八
世
紀
後
半
に
は
絵
馬
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
中
世
に
な
る
と
、
絵
巻
に
も
明
確
に
描
か
れ
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
『
年
中
行
事
絵
巻
』
に
は
馬
の
毛
色
は
判
別
で
き
な
い
が
、
二
枚
一
組
で
吊
る
さ
れ
て
い
る
様
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
事
情
を
背
景
に
し
て
謡
曲
「
絵
馬
」
も
作
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
三
前
半
で
述
べ
た
よ
う
に
、
筆
者
は
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
ヲ
と
の
争
い
、
す
な
わ
ち
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日
の
神
と
雨
の
神
と
の
争
闘
の
結
果
、
日
の
神
が
勝
利
す
る
と
い
う
天
岩
屋
神
話
は
す
な
わ
ち
「
祈
止
雨
」
の
神
事
と
の
関
係
で
と
ら
え
る
べ
き
も
の
だ
と
考
え
る
。
天
岩
屋
神
話
は
日
神
と
水
神
＝
雨
神
と
の
対
立
を
語
り
、
祈
止
雨
の
祭
祀
に
よ
っ
て
日
神
が
復
活
し
、
太
陽
と
雨
と
の
調
和
が
再
び
実
現
す
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
場
合
、
神
話
に
お
い
て
日
神
と
雨
神
と
が
元
来
ア
マ
テ
ラ
ス
と
ス
サ
ノ
ヲ
で
あ
っ
た
と
は
限
ら
な
い
。
登
場
す
る
神
を
こ
の
二
柱
に
し
た
の
は
後
の
時
代
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、「
祈
止
雨
」
神
事
が
そ
の
背
後
に
存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
。
謡
曲
「
絵
馬
」
の
前
半
で
は
黒
絵
馬
を
掛
け
て
雨
を
、
白
絵
馬
を
掛
け
て
太
陽
を
乞
う
こ
と
を
語
り
、
調
和
を
と
る
た
め
に
こ
の
年
か
ら
両
方
の
絵
馬
を
掛
け
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
い
わ
れ
を
具
体
的
に
説
明
す
る
た
め
に
、
本
来
日
神
と
雨
神
と
の
対
立
で
あ
る
天
岩
屋
神
話
の
再
現
が
後
半
で
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
捉
え
て
こ
そ
こ
の
作
品
の
本
質
が
理
解
さ
れ
る
。
「
絵
馬
」
の
作
者
は
不
明
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
作
者
に
は
天
岩
屋
神
話
の
本
質
が
わ
か
っ
て
い
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
作
品
が
作
ら
れ
た
当
時
に
は
ま
だ
こ
の
神
話
の
本
質
が
周
知
の
事
実
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、
そ
う
考
え
た
場
合
、
こ
の
謡
曲
に
お
け
る
ス
サ
ノ
ヲ
の
不
在
の
意
味
は
別
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
六
国
史
の
「
祈
止
雨
」
の
た
め
の
奉
幣
記
事
に
も
ス
サ
ノ
ヲ
は
直
接
に
は
登
場
し
て
こ
な
か
っ
た
。
「
祈
雨
」
の
儀
礼
記
事
に
も
ス
サ
ノ
ヲ
は
出
て
こ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
場
合
に
も
祈
対
象
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
の
多
い
丹
生
川
上
神
社
の
祭
神
は
高
神
た
か
お
か
み
の
か
み、
罔
象
女
神
み
づ
は
の
め
の
か
み
、
闇
神
く
ら
お
か
み
の
か
みで
あ
り
、
貴
船
神
社
の
祭
神
は
高
神
（
あ
る
い
は
闇
神
、
罔
象
女
神
）
で
あ
っ
て
、
ス
サ
ノ
ヲ
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
神
は
い
ず
れ
も
水
神
で
あ
り
、
雨
を
請
う
た
め
に
も
雨
を
止
め
る
た
め
に
も
ふ
さ
わ
し
い
神
で
あ
る
。
謡
曲
「
絵
馬
」
と
奉
幣
記
事
に
共
通
し
た
ス
サ
ノ
ヲ
の
不
在
が
何
を
意
味
す
る
の
か
、
謡
曲
で
は
作
劇
上
の
演
出
、
あ
る
い
は
登
場
人
物
を
絞
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
制
約
か
ら
説
明
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
も
っ
と
根
本
的
な
理
由
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
も
っ
と
も
貴
船
神
社
に
つ
い
て
言
え
ば
、
貴
船
神
社
の
中
社
に
は
ス
サ
ノ
ヲ
を
祀
っ
て
お
り
、
『
黄
船
社
秘
書
』
に
は
ス
サ
ノ
ヲ
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
と
も
か
く
も
、
以
上
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
謡
曲
「
絵
馬
」
は
「
前
場
と
後
場
で
主
題
が
分
裂
し
て
お
り
、
酷
評
す
れ
ば
支
離
滅
裂
の
作
で
あ
る
」
ど
こ
ろ
か
、
き
わ
め
て
首
尾
一
貫
し
、
明
確
な
主
題
を
持
っ
た
作
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
注
1
こ
の
神
話
の
呼
び
方
に
は
い
く
通
り
か
が
あ
る
が
、
以
下
で
は
「
天
岩
屋
神
話
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
2
柳
井
己
酉
朔
『
天
岩
戸
神
話
の
研
究
』
桜
楓
社
昭
和
五
二
年
四
月
五
二
頁
。
た
だ
し
、
こ
の
分
類
は
柳
井
の
も
の
で
は
な
く
、
倉
野
憲
司
に
よ
っ
て
い
る
。
3
同
種
の
儀
礼
に
対
し
て
は
「
祈
止
雨
」、「
祈
霽
」、「
祈
晴
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
が
、
以
下
「
祈
止
雨
」
で
統
一
す
る
。
4
高
山
林
次
郎
「
古
事
記
神
代
巻
の
神
話
及
歴
史
」
、
松
本
信
広
編
『
論
集
日
本
文
化
の
起
源
』
第
三
巻
平
凡
社
昭
和
四
六
年
一
一
月
九
一
頁
。
初
出
は
『
中
央
公
論
』
第
一
四
巻
第
三
号
明
治
三
二
年
。
5
同
上
九
三
頁
。
6
姉
崎
正
治
「
素
戔
嗚
尊
の
神
話
伝
説
」
、
前
掲
松
本
信
広
編
『
論
集
日
本
文
化
の
起
源
』
第
三
巻
一
〇
三
頁
。
初
出
は
『
帝
国
文
学
』
第
五
巻
第
八
、
九
、
一
一
、
一
二
号
明
治
三
二
年
。
7
同
上
一
一
二
頁
。
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8同
上
一
一
二
―
一
一
三
頁
。
9
高
木
敏
雄
「
素
尊
嵐
神
論
」
、
前
掲
松
本
信
広
編
『
論
集
日
本
文
化
の
起
源
』
第
三
巻
一
三
二
頁
。
初
出
は
『
帝
国
文
学
』
第
五
巻
第
一
一
、
一
二
号
明
治
三
二
年
。
10
同
上
一
四
四
頁
。
11
『
武
田
祐
吉
著
作
集
』
第
三
巻
角
川
書
店
昭
和
四
八
年
四
月
二
四
二
頁
（
初
出
は
武
田
祐
吉
『
古
事
記
説
話
群
の
研
究
』
明
治
書
院
昭
和
二
九
年
一
〇
月
）。
12
同
上
二
四
三
頁
。
13
同
上
二
四
五
頁
。
14
同
上
二
四
九
頁
。
15
西
宮
一
民
「
ス
サ
ノ
ヲ
神
話
の
本
質
」
、
古
事
記
学
会
編
『
古
事
記
の
神
話
』
高
科
書
店
一
九
九
三
年
六
月
（
古
事
記
研
究
大
系
四
）。
16
古
賀
登
『
神
話
と
古
代
文
化
』
雄
山
閣
平
成
一
六
年
九
月
。
17
同
上
一
一
〇
頁
。
18
同
上
一
四
八
頁
。
19
同
上
一
四
八
―
一
四
九
頁
。
20
尾
崎
暢
殃
『
萬
葉
論
考
』
明
治
書
院
昭
和
六
一
年
一
月
二
六
九
頁
。
21
折
口
信
夫
「
大
嘗
祭
の
本
義
」、『
折
口
信
夫
全
集
』
第
三
巻
中
央
公
論
社
昭
和
四
一
年
一
月
二
二
九
―
二
三
二
頁
。
た
だ
し
今
は
触
れ
な
い
が
、
折
口
説
は
実
は
先
人
の
説
を
踏
ま
え
て
い
る
。
22
そ
の
こ
と
を
述
べ
た
文
献
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
が
、
例
え
ば
真
弓
常
忠
『
祭
祀
と
歴
史
と
文
化
』
臨
川
書
店
平
成
一
四
年
四
月
一
八
〇
頁
。
23
ス
サ
ノ
ヲ
を
例
え
ば
ス
サ
ノ
ヲ
＝
水
の
神
と
規
定
し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
「
と
て
も
狭
い
と
ら
え
方
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
規
定
が
狭
け
れ
ば
そ
の
分
だ
け
、
規
定
か
ら
は
み
出
す
こ
と
も
多
く
な
る
。
そ
し
て
は
み
出
し
た
ら
、
そ
れ
は
次
の
「
矛
盾
」
と
な
る
。
こ
れ
は
悪
循
環
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。」（
山
田
永
『
古
事
記
ス
サ
ノ
ヲ
の
研
究
』
新
典
社
平
成
一
三
年
一
〇
月
二
〇
四
頁
）
と
の
見
解
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
筆
者
も
す
べ
て
を
そ
の
性
格
一
つ
で
説
明
で
き
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
し
か
し
、
性
格
付
け
は
必
要
な
こ
と
だ
と
考
え
る
。
24
古
賀
登
前
掲
書
一
一
五
頁
。
25
坂
本
太
郎
他
校
注
『
日
本
書
紀
』
上
岩
波
書
店
昭
和
四
二
年
三
月
（
日
本
古
典
文
学
大
系
六
七
）
五
五
九
頁
。
26
松
村
武
雄
『
日
本
神
話
の
研
究
』
第
三
巻
培
風
館
昭
和
三
〇
年
一
一
月
三
五
頁
。
た
だ
し
松
村
自
身
は
自
然
現
象
説
に
は
否
定
的
で
鎮
魂
祭
説
に
傾
い
て
い
る
。
27
戸
谷
高
明
「
日
本
神
話
に
お
け
る
宗
像
三
女
神
」、「
講
座
日
本
の
神
話
」
編
集
部
編
『
高
天
原
神
話
』
有
精
堂
出
版
昭
和
五
一
年
一
一
月
（
講
座
日
本
の
神
話
四
）
九
一
―
一
〇
二
頁
。
28
佐
野
正
己
「
ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
の
系
譜
―
大
年
神
の
神
裔
」、「
講
座
日
本
の
神
話
」
編
集
部
編
『
出
雲
神
話
』
有
精
堂
出
版
昭
和
五
一
年
一
〇
月
（
講
座
日
本
の
神
話
五
）
一
四
四
―
一
五
二
頁
。
29
さ
ら
に
述
べ
る
と
、
娘
を
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
に
奪
わ
れ
そ
う
に
な
る
土
地
神
「
足
名
椎
」
「
手
名
椎
」
の
名
義
を
吉
野
裕
子
は
「
足
無
ツ
チ
」
「
手
無
ツ
チ
」
つ
ま
り
「
足
無
の
霊
」
「
手
無
の
霊
」
で
あ
り
、
と
も
に
蛇
＝
山
の
水
神
を
表
し
て
い
る
と
と
ら
え
て
い
る
（『
山
の
神
―
易
五
行
と
日
本
の
原
始
蛇
信
仰
』
人
文
書
院
一
九
八
九
年
四
二
頁
）。
30
金
子
武
雄
『
古
事
記
神
話
の
構
成
』
桜
楓
社
昭
和
三
八
年
一
〇
月
六
二
頁
。
31
し
か
し
、
由
来
は
新
し
く
、
例
え
ば
水
止
舞
は
元
亨
元
（
一
三
二
一
）
年
に
始
め
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
大
田
区
教
育
委
員
会
編
刊
『
大
田
区
史
跡
ガ
イ
ド
』
一
九
八
二
年
一
頁
）。
32
岩
井
宏
実
、
神
山
登
『
日
本
の
絵
馬
』
河
原
書
店
昭
和
四
五
年
一
〇
月
六
―
七
頁
。
33
柳
田
國
男
「
テ
ル
テ
ル
バ
ウ
ズ
に
つ
い
て
」、『
定
本
柳
田
國
男
集
』
第
三
一
巻
新
装
版
筑
摩
書
房
昭
和
四
五
年
一
二
月
二
六
二
―
二
六
四
頁
。
な
お
、
初
出
は
『
小
学
国
語
読
本
綜
合
研
究
』
巻
二
―
一
岩
波
書
店
昭
和
一
一
年
一
〇
月
。
34
宮
田
登
『
王
権
と
日
和
見
』
吉
川
弘
文
館
二
〇
〇
六
年
一
一
月
（
宮
田
登
日
本
を
語
る
一
〇
）
一
一
八
―
一
一
九
頁
。
初
出
は
「
日
和
見
か
ら
日
知
り（
聖
）へ
―
民
俗
学
的
王
権
論
」、
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『
史
境
』
三
二
号
一
九
九
六
年
三
月
。
35
野
口
武
司
「
六
国
史
所
見
の
「
祈
雨
祈
止
雨
」
記
事
」、『
國
學
院
雑
誌
』
八
七
巻
一
一
号
昭
和
六
一
年
一
一
月
二
一
六
―
二
五
七
頁
。
36
並
木
和
子
「
平
安
時
代
の
祈
雨
奉
幣
」
、
二
十
二
社
研
究
会
編
『
平
安
時
代
の
神
社
と
祭
祀
』
国
書
刊
行
会
昭
和
六
一
年
一
一
月
一
三
五
頁
。
37
岩
井
宏
実
、
神
山
登
前
掲
書
五
―
六
頁
。
38
な
お
、
中
国
に
も
同
じ
よ
う
に
、
祈
雨
と
と
も
に
祈
止
雨
儀
礼
が
存
在
す
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
た
と
え
ば
吹
野
安
「
中
国
古
代
止
雨
祝
発
想
考
」
（
同
『
中
国
古
代
文
学
発
想
論
』
笠
間
書
院
昭
和
六
一
年
一
二
月
（
笠
間
叢
書
二
〇
二
））
な
ど
が
参
考
に
な
る
。
中
国
か
ら
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
39
『
謡
曲
大
観
』
第
五
巻
明
治
書
院
昭
和
六
年
四
月
三
四
四
一
―
三
四
四
二
頁
。
40「
普
及
公
演
番
組
と
解
説
」、『
国
立
能
楽
堂
』
第
五
八
号
昭
和
六
三
年
六
月
九
頁
。
41
金
井
清
光
「
絵
馬
」、『
能
の
研
究
』
桜
楓
社
昭
和
四
四
年
一
〇
月
二
五
五
―
二
五
六
頁
。
初
出
は
『
観
世
』
昭
和
四
三
年
一
月
号
。
42
米
田
真
理
「
能
絵馬
の
構
想
」、『
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学
』
八
四
号
一
九
九
九
年
七
月
六
七
―
七
七
頁
。
43
同
上
七
六
頁
。
44
樹
下
文
隆
「
作
品
研
究

絵
馬

」、『
観
世
』
七
四
巻
二
号
平
成
一
九
年
二
月
二
六
―
三
四
頁
。
45
同
上
三
二
頁
。
46
同
上
三
四
頁
。
47
泉
雄
二
『
伊
勢
斎
宮
跡
』
同
成
社
二
〇
〇
六
年
四
月
（
日
本
の
遺
跡
九
）
一
三
七
頁
。
48
金
田
一
京
助
が
、
学
生
が
報
じ
た
と
し
て
記
し
て
い
る
次
の
説
話
が
あ
る
。
お
大
尽
の
家
に
一
匹
の
馬
が
い
た
。
そ
の
家
の
一
人
娘
に
迷
っ
た
馬
を
家
の
者
が
殺
し
て
し
ま
い
、
そ
の
皮
を
い
で
外
回
り
の
壁
に
掛
け
て
干
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
今
ま
で
の
青
空
に
、
黒
雲
が
湧
い
た
か
と
思
う
と
、
一
天
俄
か
に
き
曇
り
、
雷
鳴
が
轟
き
、
雨
が
降
り
注
い
だ
。
驚
い
て
い
る
う
ち
に
黒
雲
が
降
り
て
来
、
そ
の
内
か
ら
観
音
様
が
現
れ
て
馬
の
皮
で
娘
を
連
れ
去
っ
た
と
い
う
。
ど
の
地
方
に
伝
わ
る
説
話
な
の
か
も
伝
わ
ら
ず
、
資
料
と
し
て
の
信
頼
性
に
欠
け
る
が
、
オ
シ
ラ
様
に
か
か
わ
る
も
の
ら
し
い
。
皮
を
ぐ
と
い
う
と
こ
ろ
が
天
斑
駒
を
連
想
さ
せ
る
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
雨
と
馬
と
の
関
わ
り
が
こ
こ
に
も
見
ら
れ
る
（
金
田
一
京
助
「
ひ
め
こ
繭
」
、
同
『
北
の
人
』
角
川
書
店
昭
和
二
七
年
五
月
（
角
川
文
庫
）
一
六
六
―
一
六
八
頁
。
初
出
は
『
民
俗
学
』
昭
和
七
年
四
月
）。
49
ま
た
日
に
対
す
る
儀
礼
で
も
赤
毛
の
馬
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
年
八
月
朔
参
照
。
50
岩
井
宏
実
『
絵
馬
』
法
政
大
学
出
版
局
一
九
七
四
年
五
月
（
も
の
と
人
間
の
文
化
史
）
一
〇
頁
。
51
大
井
正
『
未
開
思
惟
と
原
始
宗
教
―
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
』
未
来
社
一
九
七
八
年
一
六
三
頁
。
52
岩
井
宏
実
前
掲
書
一
四
頁
。
な
お
、
そ
こ
に
は
『
内
宮
長
暦
送
官
符
』
伊
勢
荒
祭
宮
料
の
条
に
木
製
馬
形
の
仕
様
が
克
明
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
と
も
に
、
月
読
宮
に
「
鶴
斑
毛
彫
馬
」
が
捧
げ
ら
れ
た
こ
と
が
見
え
る
。
「
鶴
斑
毛
彫
馬
」
と
「
天
斑
駒
」
と
の
間
に
関
係
の
有
無
に
興
味
が
あ
る
が
、
不
明
で
あ
る
。
53
岩
井
宏
実
前
掲
書
二
三
―
二
四
頁
。
54
同
前
二
九
頁
。
55
松
前
健
は
「
ス
サ
ノ
ヲ
自
体
は
、
と
う
て
い
古
く
か
ら
の
伝
承
で
あ
る
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。
ス
サ
ノ
ヲ
が
そ
れ
ほ
ど
古
く
か
ら
宮
廷
に
知
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
当
然
こ
の
神
が
宮
中
の
守
り
神
の
中
に
加
え
ら
れ
て
い
そ
う
な
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
『
松
前
健
著
作
集
』
第
八
巻
出
雲
神
話
の
形
成
お
う
ふ
う
平
成
一
〇
年
五
月
六
〇
頁
）
。
同
感
で
あ
る
。
56
式
内
社
研
究
会
編
『
式
内
社
調
査
報
告
』
第
一
巻
畿
内
一
皇
學
館
大
學
出
版
部
昭
和
五
四
年
二
月
二
二
四
頁
、
泉
谷
康
夫
執
筆
。
―30―
参
考
文
献
注
に
挙
げ
た
以
外
に
以
下
の
文
献
を
参
照
し
た
。
荒
川
理
恵
「
天
の
斑
馬
と
ス
サ
ノ
ヲ
」、『
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
』
三
九
号
一
九
九
六
年
泉
谷
康
夫
「
貴
布
縁
起
に
つ
い
て
」
、
瀧
川
政
次
郎
先
生
米
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会
編
『
神
道
史
論
叢
―
瀧
川
政
次
郎
先
生
米
寿
記
念
論
文
集
』
国
書
刊
行
会
昭
和
五
九
年
五
月
鎌
田
東
二
「
「
絵
馬
」
と
神
楽
と
ア
メ
ノ
ウ
ズ
メ
」
、
『
観
世
』
七
四
巻
一
号
平
成
一
九
年
一
月
北
野
達
「
神
話
と
祭
祀
―
ス
サ
ノ
ヲ
の
暴
虐
と
大
祓
」、
古
事
記
学
会
編
『
古
事
記
の
世
界
』
上
高
科
書
店
一
九
九
六
年
九
月
（
古
事
記
研
究
大
系
一
一
）
甲
田
利
雄
『
平
安
朝
臨
時
公
事
略
解
』
続
群
書
類
従
完
成
会
昭
和
五
六
年
九
月
西
條
勉
「
ス
サ
ノ
ヲ
の
追
放
と
大
祓
―

神
代
の
論
理
構
造
に
関
し
て
」、『
国
文
学
研
究
』
七
五
集
昭
和
五
六
年
一
〇
月
佐
々
木
隆
「
高
天
原
神
話
―
天
岩
屋
戸
神
話
の
話
型
」、
古
事
記
学
会
編
『
古
事
記
の
神
話
』
高
科
書
店
一
九
九
三
年
六
月
（
古
事
記
研
究
大
系
四
）
志
賀
剛
『
式
内
社
の
研
究
』
第
二
巻
宮
中
京
中
大
和
編
雄
山
閣
昭
和
五
二
年
七
月
棚
木
恵
子
「
ス
サ
ノ
ヲ
神
話
の
構
想
」、『
古
代
研
究
』
一
五
号
訂
正
版
一
九
八
三
年
一
〇
月
長
野
正
著
刊
『
日
本
古
代
王
権
と
神
話
伝
承
の
研
究
』
昭
和
六
〇
年
九
月
肥
後
和
男
『
古
代
伝
承
研
究
』
河
出
書
房
昭
和
一
三
年
九
月
（
日
佛
社
会
学
会
編
社
会
学
研
究
叢
書
）
藤
田
嗣
雄
「
地
母
神
の
礼
拝
と
天
石
窟
の
変
」、『
天
皇
の
起
源
』
成
文
堂
一
九
六
〇
年
一
〇
月
三
村
三
千
代
「
ス
サ
ノ
ヲ
詩
論
」
、
上
代
文
学
研
究
会
編
『
稲
岡
耕
二
先
生
還
暦
記
念
日
本
上
代
文
学
論
集
』
塙
書
房
一
九
九
〇
年
四
月
河
合
隼
雄
、
湯
浅
泰
雄
、
吉
田
敦
彦
『
日
本
神
話
の
思
想
：
ス
サ
ノ
ヲ
論
』
新
装
版
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
一
九
九
六
年
七
月
（
M
in
erv
a
二
一
世
紀
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
二
九
）
＊
文
献
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
旧
字
を
新
字
に
直
し
た
。
ま
た
、
研
究
文
献
に
付
さ
れ
て
い
る
圏
点
は
原
則
と
し
て
省
略
し
た
。
＊
以
上
は
い
わ
ば
非
専
門
家
の
思
い
つ
き
を
蕪
雑
に
記
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
天
岩
屋
神
話
＝
祈
止
雨
論
は
、
筆
者
が
一
九
七
四
年
に
早
稲
田
大
学
第
一
文
学
部
史
学
科
日
本
史
学
専
修
の
、
今
は
亡
き
水
野
祐
教
授
の
も
と
に
提
出
し
た
卒
業
論
文
の
中
で
ご
く
簡
単
に
ほ
の
め
か
し
た
こ
と
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
卒
業
論
文
の
出
来
は
き
わ
め
て
不
十
分
で
恥
ず
か
し
い
も
の
だ
っ
た
が
、
三
王
朝
交
代
説
の
大
胆
な
提
唱
者
で
あ
る
教
授
か
ら
は
、
祈
止
雨
論
の
部
分
だ
け
は
お
も
し
ろ
い
と
評
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
そ
れ
を
も
と
に
謡
曲
「
絵
馬
」
を
も
合
わ
せ
て
論
を
展
開
し
て
み
た
。
何
分
専
門
外
の
こ
と
で
あ
り
、
多
く
の
間
違
い
が
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ご
批
正
を
お
願
い
し
た
い
。
（
な
か
に
し
ゆ
た
か
文
化
創
造
学
科
）
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